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宗
太
郎

、

吉
田
貞
雄

、

惠
利
惠

、

醫
科
大
學
生
井

上

諸
氏
來
塲

。

　
　
二

＋
九
日

晴
、

風
あ
b
、

プ

ラ

ン

ク

ト

ン

に

は

夜
光

蟲
ご

橈
脚
類

　
　
ε

多・
し

、

郡
塲
寛

、

田

畑
助
四

郎
兩
氏

來
塲

。

　
　
三

十
日
賠甲

、

徹
風
あ
り
、

後
雨
ピ

な

る
、

プ

ラ

ン

ク

ト

ン

に

は

夜

　
　

光
蟲
ご

橈
脚
類
ご

多
・

し
、

波
止

塲

側
に

は
プ

テ
ロ

ト

ラ

キ

ア
、

ベ

　
　
ロ

ヱ

、

セ

ス

タ

ス

等

多
し

、

前
日

の

荒
模
樣
の

結
果

な
ら
ん

。

　
　
三

＋
一

ロ
曇

、

北
風

搴
し

、

プ

ラ

ン

ク

ト
ン

採
集
あ

り
、

午

後
パ

　
　
フ

ン

ご

務
す
る

海
膽
の

入
工

受
精
を
な
す

。

　
　

四
口
二

日

晴
、

北
風
寒
し

、

上

曳
探
集

例
の

如
し
、

永
井

元
吉

、

石

　
　

田

牧
藏

帚
氏
來
塲

。

　
　
二

日

晴
、

北
風

、

上

曳
採
集
例
の

如
・
し

、

溘

藤
士

旦
二

郎
、

小

野
孝

　
　

太
郎

南
氏

蔘
塲

。

　
　

三

日

晴
、

靜
穩

、

・

午
後
風

烈
し

、

皇
太
子

殿
下
御
用

船
物
加

勢
入

　
　

港
、

五
十
酋
號
水

雷
艇
も

亦
入

港
す

、

高
橋
嘉
四

郎
、

田

中
茂
穗

　
　

兩
氏
來
塲

。

　
　

四
日

曇
、

後
雨

、

惠
利

、

粟
野

、

田
畑

、

川
村

、

郡
塲
諸
氏
去
る

　
　

藤

田
輔
世

、

三

宅
恒
方
兩

氏
來

蕩
、

吉
田

、

藤
田

、

田

中
諸
氏
去

勸

る
゜

9　
　

　
　
　

　
　
　

薙
　
　

録

五

日

雨
、

亠

ハ

日
躇
叩

、

午．

後
鹸

風
↓

の

勢
〇

七
日

晴
、

永
井

元
吉

、

耡
田
正

悌
、

爾
氏

去
る

、

次
で

高

橋
、

石

田
、

三
宅
諸
氏
去
る
。

6
三

崎
臨
海
實
驗
所
に

於
け

る

夏
期
臨
海
實
習
會

動

物
學
臨
海

實
習
會
は

例
年
の

如
く

入

月
一

日

よ

り

三

邇
藺
相

州

三

浦
郡
三

崎
の

費
驗
所
に

於
て

開
き
飯

島
敷

授
及
び

飯
塚
助

敖
授

指
導
の

任
に

當
ら
れ

た

う

ご

云
ふ

而

し
て

今
回

の

入

會
志
願

者
中

許
可
せ

ら

れ

だ

る

は

左
記
の

十
四

名
な
り

ご
o

戸

井

田

盛

藏

林

　
　
　
正

加

藤

賢

三

阿

　
部
　
泰

　
作

三

宅

代

五

郎

細

川

正

之

助

西

山

森

太

吉

永

虎
　
馬

渡

邊
　
留

　
吉

（

鵬
触

手
緜
立

水
産
學
校
）

（

兵
庫
縣
立

柏
原
中
學
校
）

（

鱸
井
縣
立
疆

井
中
學
校
）

（

熊
本
縣
立
入

代
中
學
校
）

（

香
川
縣
立
丸
龜
中
學
校
）

（ ・

顧
島
縣
立
輻
島
中
學
校
）

（

岡
山
緜
立

農
學
校
）

（

高
知
縣
立
第
三

中
學
校
）

（

栃
木
縣
立
大
田
原
中
學
校
）

　
　
　
　

　一
亭

七
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雜

　

鏤

　
　

高

鉚

悦

三

郎

　
　

中

島

龜

太

郎

　
　
正

富

彌

藏

　
　

折

井

　
最

　
一

　
　

菅
　
田

　
茂

麹

夊

實
驗
材
料
ざ

し
て

は
、

原
生
動

物

海
綿

動
物

膣
膓
勸

物

棘
皮
動

物

環

蟲

類

節
肢
動

物

被
嚢
勸
物

軟

鶻
動
物

有

脊
椎

動
物

（

埼
玉

縣
立

女
子

師
範
學
校
）

（

栃
木
緜
立

佐
野
申
學
校
）

（

和

歌
山
縣
立
和
歌
山
中
學
校
）

（

長
野
縣
立
大
町
中
學
校
）

（

兵
庫
縣
立

姫
路
師

範
學
校
）

夜
光
蟲

、

有
孔

蟲
、

殻
射
蠢

、

等

玻
璃

、

海
綿
其
他

タ

コ

ク

ラ

ゲ
、

ミ

ズ

ク

ラ

ゲ
、

イ

ソ

ギ

ン

チ

ヤ

ク
、

　

ア

ン

ド

ン

ク

ラ

ゲ
、

　

海
蛇

類
等

ム

ラ

サ・

ヰ

ウ
ニ

、

　
ヒ

ト

デ

イ

ソ

ゴ

カ

イ
、

ケ

ヤ

リ

ム

シ

イ
セ

エ

ピ

、

カ

ニ

、

エ

ボ

シ

ガ

ヒ

、

及
び

幼
蟲
等

カ

ラ

ス

ボ

ヤ
、

ア

ブ

ペ

ン

デ
ク

ラ

ソ

ヤ
、

13

リ

ヲ

ラ

ム

ス

川

メ
、

イ

カ

ホ

シ

ザ
メ

、

イ

サ

キ

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
三

八

等
の

諸
動
物
を
用
ひ

時
々

海

岸
探
集
を
試
み

海
底

の

ド

レ

ッ

ヂ

を

試
用
し

叉

表

面
採
集
は

屡
々

之
を

試
み

斯
く
む

て

獲
た

る

動
物
に

就
き
説
朗

あ
り

だ
る

由
。

發
生

學
實
驗
ご
・
し

て

は
ム

ラ

サ
キ

ウ

ニ

の

人

工

受
精
を
行
ひ

其
發

育
默

態
を

見
叉
プ

レ

パ

ラ

ー

ト

製
造

法
一

斑

を
も

講
憧

り

こ

の

こ

ご

な
9
。

●
一

ζ

店
一

σ登
¢

鼠
。

鑑

氏

逝
く

有
名
な

る

獨
逸
の

魚
類
學

者
に
・
し

て
、

從
來
屡
々

日

本
の

魚
類
そ

の

他
の

水

産
族
を
研

究
せ

ら
れ

だ
る

同
博
士
は

、

本

年
七
月
五
日

を
以

て

永
眠
せ

ら
れ
た

b
ご

、

吾
人
は

斯
界
の

爲
め

に

痛
惜
せ

ざ

る

を
得
す
。

●
新
著
紹
介

○
臥

攤
駐
吃

鋤

骸
顯
隅

償、

日

本
魚
類
圖
説
第
一

卷

第
一

集

定
價
二

圓

本
書
は

昨

年
入
月

裳
華
臣
測

よ

り

發
行
せ

る

者
に
・
し

て

本
集
に

は
ス

ズ

キ
、

ア

マ

ダ

イ
、

マ

ガ

ツ

ヲ
、

プ

リ
、

四

種
の

種
別

、

眞
形

、

及

漁
獵
注

、

漁
獲
高
等
を

畢
ぐ
徇
此

書
は

續
刋
せ

ら
る

べ

き
一

部
に

む
て

近
來
稀
に

見

る

立
派
の

書
な
り
、

著
者
は

逋
俗
を

旨
こ

せ

ら

れ

た

れ

ば
、

漁
家

、

好

事
家
諸
氏
に

は

重

寳
な

る

者
な
り
。
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